
　

コ
マ
ツ
の
ア
フ
リ
カ
で
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、

１
９
６
０
年
代
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
案
件
へ
商
社
と
協
力
し
て

対
応
し
て
い
た
胎
動
期
を
経
て
、
１
９
７
０
年
南
ア

フ
リ
カ
の
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
ク
事
務
所
開
設
か
ら
始
ま

り
、
以
来
、
ア
フ
リ
カ
の
イ
ン
フ
ラ
開
発
へ
貢
献
す

る
だ
け
で
な
く
ア
フ
リ
カ
の
人
た
ち
が
自
国
を
発
展

さ
せ
る
内
発
的
・
持
続
的
発
展
へ
の
貢
献
も
心
掛
け

て
き
た
。
長
く
内
戦
の
続
い
た
ア
ン
ゴ
ラ
で
は
、
２

０
０
９
年
か
ら
８
年
間
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
を
改
造
し

た
対
人
地
雷
除
去
機
と
建
設
機
械
を
無
償
で
提
供
し
、

外
務
省
か
ら
支
援
を
受
け
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｓ（
日

本
地
雷
処
理
を
支
援
す
る
会
）や
日
本
商
社
と
と
も

に
、
地
雷
除
去
を
通
じ
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
全
体
を

復
興
す
る
活
動
を
支
援
し
た
。
ま
た
、
建
設
機
械
・

鉱
山
機
械
は
、
ア
フ
リ
カ
の
過
酷
な
環
境
、
厳
し
い

稼
働
状
況
で
使
用
さ
れ
る
た
め
、
販
売
後
も
保
守
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
や
正
し
く
使
用
す
る
た
め
の
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
教
育
も
重
要
で
あ
る
。
そ
う
い
う
こ
と
も
あ
り
、

コ
マ
ツ
が
ア
フ
リ
カ
で
取
り
組
ん
で
き
た
人
材
育
成

の
事
例
を
紹
介
す
る
。

日
本
重
機
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
専
門
学
校 

Ｊ
Ｈ
Ｅ
Ｏ
Ｓ（
リ
ベ
リ
ア
）

　

若
者
の
３
分
の
１
が
職
に
就
け
な
い
リ
ベ
リ
ア
で
、

鉱
山
・
建
設
・
農
業
分
野
へ
の
若
者
の
就
職
の
た
め

の
人
材
育
成（
重
機
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
・
サ
ー
ビ
ス
員

の
育
成
）と
そ
の
技
能
レ
ベ
ル
向
上
を
目
的
に
、
日

本
政
府
の
無
償
資
金
援
助
と
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｄ
Ｏ（
国
際
連

合
工
業
開
発
機
関
）の
支
援
で
、
日
本
の
名
を
冠
し

た
施
設
と
し
て
Ｊ
Ｈ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
（
注
１
）は
、
２
０
１
３
年
４
月

に
リ
ベ
リ
ア
の
首
都
モ
ン
ロ
ビ
ア
の
北
東
70
㎞
の
カ

カ
タ
市
に
設
立
さ
れ
た
。
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
、
サ
ー
ビ

ス
各
３
６
０
時
間
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
終
了
し
た
後
、

現
場
で
の
Ｏ
Ｊ
Ｔ
研
修
を
実
施
し
、
２
０
１
８
年
ま

で
に
延
べ
３
４
９
人
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
修
了
し
て
い

る
。
コ
マ
ツ
は
、
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
か
ら
の
技
術
支
援
要

請
を
受
け
、
Ｊ
Ｈ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
訪

日
教
育
、
南
ア
フ
リ
カ
の
コ
マ
ツ
現
地
法
人
で
の
教

育
の
実
施
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
派
遣
、
中
型
油

コ
マ
ツ
常
務
執
行
役
員
・
建
機
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
本
部
長

柳やなぎ
さ
わ沢
是これき

よ清

建
機
に
関
わ
る
現
地
人
材
育
成

（注1）JHEOS：Japan Heavy Equipment Operators School
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特集 アフリカの内発的・持続的発展に貢献する

圧
シ
ョ
ベ
ル
、
ミ
ニ
シ
ョ
ベ
ル
、
カ
ッ
ト
モ
デ
ル
教

材（
内
部
構
造
が
見
え
る
よ
う
に
切
断
さ
れ
た
も
の
）

の
寄
贈
等
の
支
援
を
行
っ
た
。
そ
の
間
、
エ
ボ
ラ
出

血
熱
の
流
行
で
Ｊ
Ｈ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
が
一
時
閉
鎖
と
な
り
、

Ｊ
Ｈ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
油
圧
シ
ョ
ベ
ル

を
操
縦
し
、
エ
ボ
ラ
出
血
熱
の
療
養
施
設
の
建
設
に

携
わ
る
と
い
う
思
い
が
け
な
い
医
療
支
援
も
あ
っ
た
。

運
営
を
含
め
た
ノ
ウ
ハ
ウ
の
伝
承
が
完
了
し
た
た
め
、

２
０
１
８
年
８
月
、
現
地
の
職
業
訓
練
学
校
へ
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
移
管
し
、
現
在
は
リ
ベ
リ
ア
独
自
で

プ
ロ
グ
ラ
ム
運
営
が
な
さ
れ
て
い
る
。

ウ
ガ
ン
ダ
Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｃ 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

　

農
業
従
事
者
が
人
口
の
80
％
を
占
め
る
内
陸
国
ウ

ガ
ン
ダ
で
は
、
農
作
物
の
迅
速
な
流
通
と
そ
の
周
辺

国
を
結
ぶ
道
路
は
、
ウ
ガ
ン
ダ
の
経
済
発
展
に
重
要

な
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
。
そ
の
道
路
を
整
備
す
る
た
め

に
、
ウ
ガ
ン
ダ
Ｍ
ｏ
Ｗ
Ｔ（
土
木
事
業
・
運
輸
省
）は
、

中
国
か
ら
２
０
１
１
年
に
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
１
８
４

台
を
、
２
０
１
２
年
に
グ
レ
ー
ダ
ー
１
１
２
台
を
、

そ
れ
ぞ
れ
１
億
ド
ル
を
超
え
る
融
資
を
受
け
て
購
入

し
た
が
、
数
年
後
に
そ
の
多
く
が
稼
働
し
な
く
な
る

と
い
う
大
き
な
問
題
を
抱
え
て
い
た
。
原
因
は
、
建

設
機
械
の
性
能
・
品
質
の
問
題
、建
設
機
械
の
修
理
・

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
す
る
プ
ロ
ダ
ク
ト
サ
ポ
ー
ト
の
問

題
も
あ
っ
た
が
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
教
育
が
き
ち
ん
と

さ
れ
て
お
ら
ず
、
基
本
動
作
と
し
て
正
し
い
操
作
・

使
用
方
法
を
身
に
付
け
て
い
な
い
た
め
、
そ
れ
ら
に

誤
っ
た
操
作
が
重
な
り
、
故
障
が
多
発
し
て
い
た
。

こ
れ
に
業
を
煮
や
し
た
ウ
ガ
ン
ダ
Ｍ
ｏ
Ｗ
Ｔ
か
ら
、

コ
マ
ツ
を
含
む
日
本
製
建
設
機
械
を
購
入
す
べ
く
日

本
側
へ
の
コ
ン
タ
ク
ト
が
あ
り
、
２
０
１
５
年
に
売

買
契
約
が
締
結
さ
れ
た
。
コ
マ
ツ
は
、
こ
れ
ら
の
状

況
を
調
査
し
、
商
談
交
渉
中
か
ら
現
地
代
理
店
の
サ

ポ
ー
ト
力
の
強
化
と
対
策
を
準
備
し
た
。
そ
の
１
つ

が
Ｍ
ｏ
Ｗ
Ｔ
ウ
ガ
ン
ダ
人
指
導
員
の
訪
日
教
育
を
含

む
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
教
育
で
あ
る
。
２
０
１
８
年
の
初

め
か
ら
約
２
年
間
、
計
22
回
ほ
ぼ
毎
月
顧
客
の
Ｍ
ｏ

Ｗ
Ｔ
、コ
マ
ツ
、代
理
店
の
３
者
で
定
期
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
開
催
し
た
。そ
の
間
、コ
マ
ツ
・
代
理
店
は
、
メ

ー
カ
ー
の
責
任
を
明
確
に
し
、
着
実
に
そ
の
責
任
を

果
た
す
一
方
、
リ
ベ
リ
ア
で
の
Ｊ
Ｈ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
を
念
頭

に
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
重
要
性
を
Ｍ
ｏ

Ｗ
Ｔ
へ
訴
え
続
け
た
。
そ
れ
に
理
解
を
示
し
た
ウ
ガ

アンゴラの地雷除去活動

ウガンダMETRAC トレーニングセンター完成予想図
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ン
ダ
政
府
は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
設
立
を
目

的
に
、
日
本
政
府
へ
無
償
資
金
協
力
を
要
請
し
た
。

２
０
１
９
年
、
日
本
政
府
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
間
の
国
際
機

関
連
携
無
償
資
金
協
力
に
よ
っ
て
予
算
２
３
０
万
ド

ル
の
Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｃ

（
注
２
）プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
開
始
さ
れ
た
。

Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｃ
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
は
、
首
都
カ
ン
パ
ラ
の
北
50
㎞
の
ル
ウ
ェ
ロ
に

２
０
２
２
年
中
の
着
工
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
当
時

か
ら
Ｍ
ｏ
Ｗ
Ｔ
は
、
コ
マ
ツ
の
支
援
を
受
け
、
ウ
ガ

ン
ダ
各
地
で
定
期
的
に
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
開
催
し
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
全
体
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
に
努
め
て
き
た
。
同
セ
ン
タ
ー
完
成
後
は
、
セ
ン

タ
ー
を
中
心
に
、
ウ
ガ
ン
ダ
の
持
続
的
な
成
長
に
資

す
る
教
育
の
提
供
と
人
材
育
成
が
可
能
と
な
る
。

TEC
H

N
IC

A
L ED

U
C

A
TIO

N
  

FO
R C

O
M

M
U

N
ITIES （TEC

）

　

コ
マ
ツ
の
長
年
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
米
国
カ
ミ

ン
ズ
社（
大
手
エ
ン
ジ
ン
メ
ー
カ
ー
）は
、
社
会
貢
献

活
動
と
し
て
、
地
域
社
会
に
お
け
る
人
材
育
成
支
援

に
力
を
入
れ
て
い
る
。
そ
の
中
心
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
、
地
域
技
術
教
育
で
あ
る
。
互
い
の
リ
ソ
ー
ス
や

ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
を
総
合
的
に
活
用
し
な
が
ら
、

人
材
育
成
へ
の
支
援
を
世
界
各
国
で
展
開
し
て
い
る
。

　

Ｔ
Ｅ
Ｃ
は
、
機
械
工
学
や
電
気
工
学
を
専
攻
す
る

学
生
向
け
に
、
コ
マ
ツ
・
カ
ミ
ン
ズ
両
社
の
知
見
を

活
か
し
た
専
門
的
・
実
践
的
な
職
業
訓
練
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
提
供
す
る
活
動
で
あ
る
。
２
０
１
８
年
５
月
、

南
ア
フ
リ
カ
の
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
ク
に
あ
る
セ
デ
ィ
ベ

ン
技
術
大
学
で
、
３
年
間
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
ス
タ

ー
ト
し
た
。
同
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
、
エ
ン
ジ
ン
等

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
技
術
や
建
設
・
鉱
山
機
械
の
操
作

の
講
習
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
通
し
て
学
ぶ
。
Ｔ

Ｅ
Ｃ
受
講
を
通
じ
て
、
学
生
は
、
実
務
に
役
立
つ
知

識
を
身
に
付
け
、

働
き
が
い
の
あ

る
、
よ
り
有
利

な
条
件
で
就
職

で
き
る
よ
う
に

な
る
。
ま
た
長

期
的
に
は
、
優

れ
た
エ
ン
ジ
ニ

ア
が
増
え
、
コ

マ
ツ
の
現
地
法

人
を
含
む
地
域

企
業
で
活
躍
す

る
こ
と
で
、
地

域
経
済
全
体
へ

の
貢
献
も
期
待

で
き
る
。
両
社

の
現
地
法
人
は
、
南
ア
フ
リ
カ
の
Ｔ
Ｅ
Ｃ
立
ち
上
げ

に
主
要
な
役
割
を
果
た
し
、
専
従
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
の
派
遣
や
、
カ
ッ
ト
モ
デ
ル
な
ど
の
教
材
の
提
供
、

教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
作
成
の
支
援
な
ど
を
担
当
し
、

開
講
後
も
プ
ロ
グ
ラ
ム
全
般
に
わ
た
る
き
め
細
か
な

サ
ポ
ー
ト
を
継
続
し
て
い
る
。
受
講
者
は
、
２
０
２

２
年
で
累
計
59
人
と
な
っ
た
。

コ
マ
ツ
・
デ
ン
ロ
ン 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

　

コ
マ
ツ
の
顧
客
で
も
あ
る
デ
ン
ロ
ン
社
は
、
南
ア

フ
リ
カ
の
南
端
、
イ
ン
ド
洋
に
面
す
る
世
界
的
な
観

光
地
帯
に
あ
る
プ
レ
ッ
テ
ン
バ
ー
グ
・
ベ
イ
の
地
元

の
建
設
業
者
で
あ
る
。
近
く
に
は
別
荘
が
立
ち
並
ぶ

都
市
が
あ
る
一
方
、
プ
レ
ッ
テ
ン
バ
ー
グ
に
は
黒
人

の
貧
困
ス
ラ
ム
街
が
広
が
っ
て
い
る
。
２
０
０
７
年

か
ら
コ
マ
ツ
と
デ
ン
ロ
ン
社
は
共
同
で
、
失
業
率
の

高
い
若
手
人
材
を
対
象
に
、
就
業
に
必
要
な
ス
キ
ル

と
一
般
教
養
を
学
ぶ
機
会
を
提
供
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
セ
ン
タ
ー
を
開
始
し
た
。
そ
の
後
、
Ｎ
Ｑ
Ｆ

（
国
家
資
格
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
）レ
ベ
ル
４
の
基
礎
的

資
質
が
得
ら
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス
も
用
意
さ
れ
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
に
通
う
生
徒
を
送
迎
す

る
バ
ス
を
寄
贈
し
た
。
各
コ
ー
ス
の
受
講
者
は
延
べ

１
５
０
０
人
近
く
に
な
っ
て
い
る
。

TEC授業

（注２）�METRAC：Mechanical Engineering Training and Advisory Centre
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